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Abstract 
The purpose of this study was to reveal latent learning strategies based on what teachers feel and 
think when they teach basketball PE classes and to understand their structure. The subjects were 
47 teachers in elementary schools, junior high schools, high schools, technical colleges, and 
universities who taught basketball PE classes. They were asked to answer the following three 
questionnaire items using a free-description format: “Q1: What do you pay attention to while 
teaching?” “Q2: What do you consider to be the result of effective instruction while teaching?” and 
“Q3: What do you find difficult when teaching?” From the sentence-typed data obtained, nouns, 
adjectives, and verbs were extracted using a text-mining tool and their frequencies were also counted. 
A cross table was tabulated between pairs of nouns, adjectives, and verbs. Using the cross table, a 
two-dimensional configuration was extracted utilizing corresponding analysis, and grouping was 
conducted with hierarchical cluster analysis. By considering the extracted configuration and 
clustering words, the following findings were obtained. 
1) From the results of Q1, we learned that when teaching PE, teachers paid attention to the injuries 
student suffer in order to keep the class fun, as well as took care to coach students to make successful 
shots and ensure they understood the rules. 
2) The results of Q2 told us that the teachers realized they achieved effective instruction when there 
was improvement in the skills performed in games, especially shooting.  
3) The results of Q3 indicated that the teachers found it difficult to teach the fundamental skills 
used in games, especially dribbling, while demonstrating good examples within a limited period of 
time. 
 

１．緒言 

バスケットボールは，これまで国際的に非常に高

い人気を博してきている競技の 1 つで（内山，2009），

体育の授業でも頻繁に用いられるボールゲームの 1

つとされている（廣瀬・北川，1999; 小泉・土田，2008; 

鬼澤ほか，2004）。そのため，バスケットボールを専

門としない教員もバスケットボールの指導をする機

会が多く（大山ほか，2016），高度な実践経験を有し

ない教員にとっては，バスケットボールの授業を行う

ことは負担となり十分に指導が行えない状態も見受

けられることが報告されている（稲垣ほか，1963, p.2;  

稲垣ほか，1978; 稲垣ほか，1994）。一方，バスケッ

トボールを専門的に経験していない教員でも，バスケ

ットボールの授業研究を行い有意義な授業を行って

いることが報告されている（稲垣，1963, p.2）。この

ような様々な教員のために，バスケットボールの授業

内容を構造的に検討した報告（大山ほか，2017）やバ

スケットボールの授業において新たな教授方法や教

材，教具などを評価するために形成的授業評価を行な

った研究（小泉・土田，2008; 松本ほか, 2013; 鬼澤

ほか，2007, 2012）が多く行われている。また，バス

ケットボールの授業に対する受講生の感想を自由記

述形式で取り扱った研究（小野寺・松本，2016; 坂下

ほか，2003; 山本ほか，2010）が行われている。バス

1) 原稿受付 令和 2 年 9 月 10 日 

2) 佐世保工業高等専門学校 基幹教育科 

3) 福岡大学 スポーツ科学部 

4) 九州共立大学 スポーツ学部 

5) 広島ドラゴンフライズ 

6) 日本経済大学 経済学部 



佐世保工業高等専門学校研究報告 第 57 号 

 

- 62 - 

ケットボール以外の種目では，教員の授業に対する感

想を自由記述で引き出すような研究（山口ほか，2017）

や模擬授業における教師役に対して省察を自由記述

と同じように扱って分析した研究（堀井・奥田，2018）

が見られるが，バスケットボールの授業における教員

の授業に対する感想を自由記述で引き出す研究は見

られない。 

これらのことから，バスケットボールの授業を行う

教員のバスケットボールの授業そのものに対する感

想を客観的に調査するためには，予め準備された質

問項目に答える方法では，調査する側が調べたい，

あるいは聞きたい内容に限定されてしまい，調査対

象者から自然発生的に発せられる情報のすべてを網

羅して抽出できず，対象者から引き出す情報量も限

定的になってしまうことが報告されている（杢子ほ

か，2013; 田方ほか，2018）。そこで，調査対象者

から自然発生的に発せられるすべての情報を網羅し

て抽出するためには，自由記述形式の方法を用いる

ことが有効であると考えられる。自由記述形式での

質問紙調査は，回答者の考えが反映された詳細なデ

ータを得る可能性が言及され，自由記述形式で得ら

れたデータの分析では，分析者の主観が入る余地が多

くあり，客観的な基準を定めることが困難で，データ

数が多くなると分析が困難であると言われている

（杢子ほか，2013）。そこで，このテキストマイニ

ングを用いることは，潜在的な意識を科学的に拾い

上げることから（田方ほか，2020），バスケットボ

ールの授業においても自由記述形式でデータを得る

ことで，教員の潜在化されている思いを顕在化するこ

とができる。 

 そこで，本研究では，バスケットボールの授業に対

し教員が指導する際にどのようなことを感じ，思って

いるのかという，潜在化している指導観を顕在化しそ

の構造を把握することを目的とする。これは，今後の

バスケットボールの授業を行う教員にとって有意義

な知見を得ることができると考えられる。 

 

２．方法 

1) 対象者と調査項目 

本研究は，学校体育におけるバスケットボールの授

業を担当する小学校から大学までの教員 47 名（バス

ケットボールを専門的に経験した教員 24 名，バスケ

ットボールを専門的に経験したことのない教員 20 名，

バスケットボールの専門的な経験が不明な教員 3 名）

を対象者とした。対象者には，インターネットを用い

たアンケート調査においてバスケットボールの授業

の際に，問 1「指導の際に気を付けていること」問 2

「指導の際に上手くいっていること」問 3「指導の際

に難しいと感じていること」の 3 項目を自由記述形式

で回答してもらった。 

対象者には，調査を実施するにあたって，研究目的

以外で得られた回答を使用しないことや無記名回答

のため個人が特定されることがないこと，調査への協

力は，いつでも辞めることができることを説明した。 

 

2) 形態素解析と統計処理 

自由記述形式で記入されたテキストデータの分析

には，まず，得られたテキストデータの読み込みを行

い，文意を変えない範囲で類似した語句は統一した表

現とした。次に，形態素解析を行うために，対象者か

ら得られたテキストデータをテキストマイニングツ

ールへ読み込みこんだ。テキストマイニングツールに

は，テキストマイニングツール（User Local 社）を用

いた。テキストデータの解析は，文字列を文法的に意

味のある単位の構成要素に分割し，各要素の文法的素

性を決定する形態素解析を行い，それぞれの質問項目

ごとに名詞，動詞それぞれの品詞を抽出し，品詞毎の

頻度を求める頻度分析を行った。 

次に，名詞と動詞が同一文章内でどのような組合せ

で使用されていたかを検討するためにそれぞれの質

問項目ごとにクロス表を作成した。そして，作成した

クロス表に対してコレスポンデンス分析を行い，お互

いの語句の関連を示す 2 次元の布置を求めた。さらに，

各語句をグループ分けするために求められた布置の

距離をもとに，階層的クラスター分析を行った。距離

の計算には，ユークリッドの距離，合併後の距離計算

には，ウォード法を用いてデンドログラムを作成し，

語句のグルーピングを行い，クラスターに分類した。

また，クラスターの解釈には，共同研究者であるバス

ケットボールを専門とし，バスケットボールの授業を

行っている教員 3 名と確認を行い，客観性を持たせた。 

 

３．結果 

問 1 から問 3 のそれぞれに対し，形態素解析から各
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品詞に対して頻度分析を行い，その結果を表 1，表 2，

表 3 に示した。表 1 は，問 1「指導の際に気をつけて

いること」の名詞と動詞の頻度，表 2 は，問 2「指導

の際に上手くいっていること」の名詞と動詞の頻度，

表 3 は，問 3「指導の際難しいと感じていること」の

名詞と動詞の頻度について示している。また，各問の

名詞と動詞の関連を明らかにし，客観的なグループ化

を行うために，コレスポンデンス分析とクラスター分

析を行った結果，お互いの関連の程度を距離で表現す

る布置を求め，それをもとにデンドログラムを作成し，

クラスターに分類した。その結果を図 1，図 2，図 3

に示した。図 1 は，問 1「指導の際に気をつけている

こと」に関する布置とクラスタリング，図 2 は，問 2

「指導の際に上手くいっていること」に関する布置と

クラスタリング，図 3 は，問 3「指導の際難しいと感

じていること」に関する布置とクラスタリングについ

て示している。 

 

 

 

 

 

1) 指導の際に気をつけていることについて 

問 1「指導の際に気をつけていること」の頻度分析

の結果，興味関心を示す名詞では，「ゲーム」が 9 回

ゲーム 9 できる 6
シュート 9 楽しむ 5
チーム 7 ⾏う 3
怪我 6 取り⼊れる 3
技術 6 持つ 3
ボール 5 ⼊る 2
ルール 5
全員 5
基本 4
学⽣ 4
理解 4
⽬的 4
経験 4
運動 4

名詞 動詞
表1 問1「気をつけていること」の名詞と動詞の頻度

シュート 9 できる 8
学⽣ 7 ⾒る 4
向上 6 感じる 4
練習 6 教える 2
ボール 5 ⾏う 2
授業 5 触る 2
ゲーム 4 ⾔う 2
チーム 4 ⼊る 2
全員 4 合う 2
スキル 3
バスケットボール 3
積極 3
試合 3

名詞 動詞
表2 問2「上⼿くいっていること」の名詞と動詞の頻度

技術 9 できる 5
ゲーム 8 伝える 2
学⽣ 7 埋める 2
指導 6 教える 2
習得 6 楽しむ 2
ボール 5 終わる 2
ルール 5 触れる 2
授業 5 過ぎる 2
経験 5
ドリブル 4
時間 4
練習 4
基本 3
⼿本 3
男⼥ 3
競技 3

名詞 動詞
表3 問3「難しいと感じていること」の名詞と動詞の頻度
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と最も多く，次に「シュート」が 9 回，以下，「チー

ム」7 回，「怪我」「技術」が 6 回，「ボール」「ル

ール」「全員」が 5 回，「基本」「学生」「理解」「目

的」「経験」「運動」が 4 回であった。行動を表す動

詞では，「できる」が 6 回と最も多く，次いで「楽し

む」が 5 回，以下，「行う」「取り入れる」「持つ」

が 3 回，「入る」が 2 回であった。また，名詞と動詞

の関連を把握するために作成したデンドログラムの

距離を 2.0 で区切った結果，3 個のクラスターを抽出

した。距離に基づいて分類した語句に共通した特性を

考えると，問 1に関する第 1クラスター（以下，FQC1: 

First-question cluster1）を構成する語句は，「ボー

ル」「運動」「怪我」の名詞と「取り入れる」「持つ」

の動詞が含まれることから，「FQC1: 怪我への注意」

と解釈した。第 2 クラスター（FQC2）を構成する語

句は，「全員」「経験」「シュート」「チーム」の名

詞と「入る」の動詞が含まれることから，「FQC2: シ

ュートの成功」と解釈した。第 3 クラスター（FQC3）

を構成する語句は，「ルール」「理解」「楽しむ」「ゲ

ーム」「目的」「技術」「学生」「基本」の名詞と「で

きる」「行う」の動詞が含まれることから，「FQC3: 

ルールの理解」と解釈した。つまり，頻度と品詞間の

関連から，問 1「指導の際に気をつけていること」で

は，ゲームを楽しむために怪我へ注意することやシュ

ートを成功させること，ルールを理解することができ

るようにすることが，指導の際に気をつけていること

として示された。 

 

2) 指導の際に上手くいっていることについて 

問 2「指導の際に上手くいっていること」の名詞で

は，「シュート」が 9 回と最も多く，次に「学生」が

7 回，以下，「向上」「練習」が 6 回，「ボール」「授

業」が 5 回，「ゲーム」「チーム」「全員」が 4 回，

「スキル」「バスケットボール」「積極」「試合」が

3 回であった。動詞では，「できる」が 8 回と最も多

く，次に「見る」「感じる」が 4 回，「教える」「行

う」「触る」「言う」「入る」「合う」が 2 回であっ

た。また，名詞と動詞の関連を把握するため，作成さ

れたデンドログラムの距離を 2.3 付近で区切り，3 個

のクラスターを抽出した．問 2 に関する第 1 クラス

ター（以下，SQC1: Second-question cluster1）を構

成する語句は，「バスケットボール」「チーム」「試

合」「授業」「スキル」「学生」「向上」「ゲーム」

の名詞と「感じる」「言う」「できる」の動詞が含ま

れることから，「SQC1: スキルの向上」と解釈した。

第 2 クラスター（SQC2）を構成する語句は，「積極」

「全員」「練習」の名詞と「行う」「見る」「合う」

の動詞が含まれていることから，「SQC2: 積極性」

と解釈した。第 3 クラスター（SQC3）を構成する語

句は，「ボール」「シュート」の名詞と「入る」「触

る」「教える」の動詞が含まれていることから，「SQC3: 

シュートの成功」と解釈した。つまり，頻度と品詞間

の関連から，問 2「指導の際に上手くいっていること」

では，ゲームで使えるスキル，特にシュートを決める

力を向上できることの指導が上手くいっていること

を示した。 

 

3) 指導の際に難しいと感じていることについて 

問 3「指導の際に難しいと感じていること」の名詞

では，「技術」が 9 回と最も多く，次に「ゲーム」が

8 回，以下，「学生」が 7 回，「指導」「習慣」が 6

回，「ボール」「ルール」「授業」「経験」が 5 回，

「ドリブル」「時間」「練習」が 4 回，「基本」「手

本」「男女」「競技」が 3 回であった。動詞では，「で

きる」が 5 回と最も多く，次に，「伝える」「埋める」

「教える」「楽しむ」「終わる」「触れる」「過ぎる」

が 2 回であった。名詞と動詞の関連を把握するため，

作成されたデンドログラムの距離を 3.1 付近で区切

り，4 個のクラスターを抽出した。問 3 に関する第 1

クラスター（以下，TQC1: Third-question cluster1）

を構成する語句は，「男女」「ルール」「経験」「習

得」「練習」「楽しむ」「ドリブル」の名詞と「教え

る」「埋める」の動詞が含まれることから，「TQC1: 

ドリブル指導」と解釈した。第 2 クラスター（TQC2）

を構成する語句は，「ゲーム」「手本」「ボール」の

名詞と「伝える」「触れる」の動詞が含まれているこ

とから，「SQC2: 手本の提示」と解釈した。第 3 ク

ラスター（TQC3）を構成する語句は，「授業」「学

生」「基本」「指導」「技術」の名詞と「できる」「終

わる」の動詞が含まれていることから，「TQC3: 基

本技術の習得」と解釈した。第 4 クラスター（TQC4）

を構成する語句は，「競技」「時間」の名詞と「過ぎ

る」の動詞が含まれていることから，「TQC4: 時間

不足」と解釈した。つまり，頻度と品詞間の関連から，
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問 3「指導の際に難しいと感じていること」では，限

られた時間の中でゲームに使える基本技術，特に，ド

リブルの指導等を手本で示しながら指導することが

難しいと感じていることが示された。 

 

４．考察 

頻度分析と品詞間の関連を分析した結果，問 1 か

ら問 3 それぞれに対してバスケットボールの指導に

対する指導観を明らかにした。 

 

1) ゲームを楽しむために 

はじめに，問 1「指導の際に気をつけていること」

では，ゲームを楽しむために怪我へ注意することやシ

ュートを成功させること，ルールを理解することがで

きるようにすることが，指導の際に気をつけているこ

ととして示された。これらについては，そもそも，バ

スケットボールという競技におけるゲームそのもの

が，楽しく，技能の向上が感じられ，コミュニケーシ

ョンを取れる教材であることが報告されている（大山

ほか，2017）。一方，バスケットボールでは，足首の

捻挫や突き指等の急性外傷が多く（日本バスケットボ

ール協会，2014,pp.156-158），怪我等の予防に注意

するとともに，過度に痛い・苦しい経験をさせないよ

うに配慮することによって，運動嫌いを減らすことが

教師に求められている（古田，2018）。また，バスケ

ットボールのゲームにおいてシュートは，その重要性

が先行研究でも指摘され，生徒たちが最も興味を持っ

ている技術であると述べられている（稲垣ほか，1987; 

吉井，1977）。これは，バスケットボールが，頭上の

水平面のゴールにボールを入れるシュートの攻防を

争点として，個人やグループあるいはチームが同一コ

ート上で混在しながら得点を争う競技で（内山，

2009），バスケットボールプレイヤーにとって，シュ

ートの技術を磨くことは，とても大切で，ドリブルや

パスよりもシュート技術の優劣がプレイヤーの価値

を多く左右すると言われている（鈴木，2016）ことか

らも理解できる。そして，シュートを単に打つだけで

なく，シュートを決められるようにすることに気を付

けている点については，シュート指導をし，受講生へ

技術を習得させることは，達成感や有能感を高めるこ

とに繋がると報告されている（大山ほか，2017）。さ

らに，ルールを理解するということは，体育やスポー

ツにおいて面白さを保証するもので（守能，2007），

ゲーム進行の基本原則となって試合の具体的な指示

事項であり（唐木，1993），原理的に無限の多様性を

持つプレイのための概念枠組みを構成する

（Sigmund, 1998）ものとされ，体育授業において重

要な役割を担っている。これらの報告から本研究結果

は，先行研究を支持していると言える。 

 

2) ゲームにおけるシュート技術 

次に，問 2「指導の際に上手くいっていること」で

は，ゲームで使えるスキル，特にシュートを決める力

を向上できることの指導が上手くいっていることを

示した。バスケットボールでは，多種多様なシュート

が考案され，最も正確に身につけなければならない技

術がシュートとされており，実際の試合で使えるシュ

ートを身につけ，その成功率を高めることが求められ

ている（日本バスケットボール協会，2014, p. 94）。

これは，先行研究で求められていることが，本研究結

果における学校体育の指導現場においても，上手くい

っていることを示している。しかし，先行研究では，

長距離からのシュートを未熟練者に対して指導する

ことは，非常に難しい（田渡，2016）ということや，

スリーポイントラインからゴールまでボールを届か

せること自体が難しいため，体育におけるバスケット

ボールで未熟練者に対してスリーポイントシュート

を練習させることはほとんどない（内海，2015）と報

告されている。これらの先行研究を踏まえると，学校

体育の現場におけるシュートは，スリーポイントシュ

ートのような長距離からのシュートではなく，バスケ

ットボールの導入段階で必ず扱われる（日本バスケッ

トボール協会，2014, p.97）レイアップシュートやゴ

ール近辺からのシュート指導が行われ，そのシュート

が決められるように指導が行われていると考えられ

る。今後は，どのようにして長距離からのシュート指

導を行うべきかを検討することが重要な課題である。 

 

3) ゲームで活かせる基本技術の指導 

最後に，問 3「指導の際に難しいと感じていること」

では，限られた時間の中でゲームに使える基本技術，

特に，ドリブルの指導等を手本で示しながら指導する

ことが難しいと感じていることが示された。まず，バ

スケットボールの指導については，高度な実践経験を
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有さない教員にとって指導を行うことが難しいと報

告されている（稲垣ほか，1978, 1994）。他種目では，

その種目の経験が乏しいことによって，生徒の手本と

なって指導を進めることに対し不安があることも報

告されている（笹木ほか，2011）。これらの先行研究

は，本研究結果を支持する内容で，手本を示しながら

指導することは，ある程度の実践経験の必要性がある

と考えられる。次に，限られた時間の中，ゲームで使

えるようになることについて，吉井（1986）は，指導

内容を検討し，それをどのように取り上げるかが重要

であると報告しており，本研究結果を支持していると

言える。また，ゲームに使える基本技術を指導するこ

とについては，バスケットボールの指導において試合

を中心とする指導では，技能の系統的な発達が望めな

いこと（小牟礼ほか，2013）や試合の内容が極めて程

度の低いものとなってしまうこと（稲垣ほか，1963, 

p.199）が報告されている。基本技術の中の 1 つであ

るドリブルは，絶対不可欠な基本的要素（稲垣ほか，

1963, p.31）とされ，ゲームにおいてドリブルが必要

とされる以上，この技術の指導の必要性が述べられて

いる（吉井，1994）。これらのことから，基本技術，

特に，ドリブルを指導することの必要性は，先行研究

からも伺え，その指導を行っていくことが難しいとい

うことが示唆された。 

 

５．まとめ 

本研究は，バスケットボールの授業に対し教員が指

導する際にどのようなことを感じ，思っているのかと

いう，潜在化している指導観を顕在化しその構造を把

握することを目的とする。研究方法は，学校体育にお

けるバスケットボールの授業を担当する小学校から

大学までの教員 47 名を対象者とし，バスケットボー

ルの授業に関する 3 項目の質問を自由記述形式で回

答してもらった。得られたテキストデータの分析には，

テキストマイニングツールを用い形態素解析を行い，

頻度分析を行った。さらに，クロス表を作成し，コレ

スポンデンス分析，クラスター分析を行った。以下，

次のような知見を得た。 

1）問 1「指導の際に気をつけていること」では，ゲ

ームを楽しむために怪我へ注意することやシュー

トを成功させること，ルールを理解することができ

るようにすることが，指導の際に気をつけているこ

ととして示された。 

2）問 2「指導の際に上手くいっていること」では，

ゲームで使えるスキル，特にシュートを決める力を

向上できることの指導が上手くいっていることを

示した。 

3）問 3「指導の際に難しいと感じていること」では，

限られた時間の中でゲームに使える基本技術，特に，

ドリブルの指導等を手本で示しながら指導するこ

とが難しいと感じていることが示された。 
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